
（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

「６特別支援教育を始めとする多様な教育的ニーズに対応

した支援の充実」、「７インクルーシブ教育の推進」のい

ずれも、今年度は児童において、肯定的評価が昨年度より

増えて８割を超え、保護者・教職員の評価よりも高まってい

ることがわかる。これは学校の中でのタブレットを活用し

た授業の広がりや合理的配慮の提供において、学び安さを

実感できていることにも一理あるのであろう。違いや良さ

を認め合い、お互いが尊重し合って学びを深めることがで

きる「かかわり合い」や「ソーシャルスキル」の時間を継

続していくとともに、ＳＳＷやＳＣ等の関係機関とも連携し

ながら、学校と保護者とで協力し合いながら来年度も進め

ていきたい。

学校には、こどもが助けを必要とするときに、先生や友達から支えてもらえる

温かな雰囲気があると思いますか。

学校では、こどもがそれぞれの違いを認め、お互いを尊重し合って共

に学び合っていると思いますか。

6 特別支援教育をはじめとする多様な教育的ニーズに対応した支援の充実 7 インクルーシブ 教育の推進

学校は、学校生活や地域社会をよりよくするために考えたり、行動したりする

こどもの育成に、取り組んでいると思いますか。（児童会・生徒会活動、学校

のきまり見直し、地域のよさを伝えたり課題解決したりする取組、ナイストラ

イ（中学校）など）

4 5 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

学校は、こどもが、学習の方法やペースを自分で選んだり決めたりしながら学

ぶ授業づくりを行っていると思いますか。

学校は、こどもが、対話などを通して、他の人の考えや意見を自分の学

びに生かすような授業ができていると思いますか。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

どちらの質問項目においても、そう思うと答えた児童が

８割程度いる。一方で、わからない・そう思わないと答

えた人も一定数いる。特に自分で選び決める授業づくり

の項目において、保護者のわからない・そう思わないの

割合が高い。保護者からは、児童が自分のペースで学習

できていないと感じたり、見えにくかったりしていると

考えられる。これからの授業において、児童自らが選択

し、学習できる授業づくりと環境を整えるとともに、公

開や「おたより」等で、より発信していく必要がある。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

令和７年度　学　校　評　価

　そう思う　　　どちらかといえば、そう思う　　　どちらかといえば、そう思わない　　そう思わない　　わからない

考察

3 社会の形成や持続的発展に主体的に貢献する力を育む教育の推進 

「３社会の形成や持続的発展に主体的に貢献する力を育

む教育の推進」では、教職員に比べ児童、保護者の肯定

的評価が低い傾向がある。学年ごとにテーマを設定し、

生活科・総合的な学習の時間・各教科を中心に、地域探

検・調べ、福祉や環境学習に取り組んではいるが、児童

の主体性や地域社会への貢献など学びの具現化につな

がっていないところもあると考えられる。学年の系統や

教科の横断的なかかわりを明確にしながら、学校生活や

地域社会をよりよくするために問題意識をもって考えた

り行動したりし、主体的な学習に取り組んでいきたい。

1 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 2 自ら学びに向かう力を育む教育の推進

学校は、豊かな心と健やかな体を育む教育の充実に努めていると思いますか。

（感動・感謝、郷土愛、いのちを大切にする心、こどもの体力向上、基本的な

生活習慣など）

学校は、こどもが自分で考え、自分から取り組む授業づくりに取り組

んでいると思いますか。

「１豊かな心と健やかな体を育む教育の推進」では、保護

者・児童・教職員全てにおいて９割がそう思うと回答してい

る。「心かがやけ月間」での取組に加え、年間を通じて

「自由参観日」「おたより」で積極的に学校の取組を家庭

や地域に知らせてきたからと考えられる。一方で、保護

者・児童生徒の中にはそう思わないの割合が１割程度い

る。教職員との意識の差があるとも感じる。

「２自ら学びに向かう力を育む教育の推進」に関しては、概

ねそう思う割合が高いが、そう思わない人も一定数いる。

この項目は今後も、児童が自ら考え、取り組む授業づくり

について研修や研究を深め、職員も児童も実感できるよう

取り組む必要がある。
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「８安心・安全な学校づくりの推進」では、保護者・児

童・教職員すべて９割程の肯定的評価であった。委員会活

動や避難訓練における児童主体の活動、昨年度より続けら

れている地域の下校時見守り活動といった取組により、安

全に対する意識が高い水準で推移していると考えられる。

「９地域や家庭と連携した教育環境の整備」においても、

保護者・児童・教職員すべて９割程の肯定的評価であっ

た。「自由参観日」や学期ごとの授業参観及び学級懇談

会、学校行事などで、地域や家庭の協力を得たり、学校の

様子を広く公開したりしている点が評価へ繋がっていると考

えられる。今後も地域や家庭と連携を深めながら取組を進

めていきたい。

「10こどもの最善の利益を守る環境づくり」では、教職

員の肯定的評価が９割超えであるのに対し、児童と保護

者の肯定的評価が８割未満であり、意識の差が見られ

る。教職員は今年度も「児童の権利条約」を意識しなが

ら、毎月のきずなアンケートで児童の思いや困り感の把

握に努めてきたことが、評価につながっていると思われ

る。今後は、児童や保護者も「児童の権利条約」や「こ

ども基本法」について学ぶ機会や啓発の手立てを設け、

こどもや保護者の声を生かす学校づくりについて考えて

いきたい。

（３）最適な教育環境の整備

8 安全・安心な園づくりの推進 9 地域や家庭と連携した教育環境の整備

学校は、こどもの安全を守る環境の整備を進めるとともに、安全教育（生活・

交通・防災など）に取り組んでいると思いますか。

学校は、地域や家庭の人と協力して、授業や行事などの教育活動を進

めていると思いますか。

本校は昨年度からESDに取り組み、ESDカレンダーの作成などを通して総合的な学習の時間や教科等間の連携を図りなら、カリキュラムマネジメントを推進してき

た。その成果が徐々に表れ、多くの項目で児童・保護者・教職員の8~9割が評価するという結果が見られる。また、本年度後半には、児童の実態や教師・保護者の願

いを踏まえた「にれのき12の力」を掲げ、資質・能力ベースでの学習活動が成果を発揮してきたことを鑑み、来年度も継続して具体的な授業改善として取り組んでい

きたい。ただ、保護者の中には「わからない」との回答が一定数あり、自由参観等で学校を開き、カリキュラムを公開してきた成果に加え、さらなる取組が必要であ

ると考える。例えば、⑴３の考察でも触れたように、児童主体の地域社会へ貢献する活動を設定していくなど、地域に開かれたカリキュラムの具現化を促進していき

たい。

小　中　学　校　関　係　者　評　価

〇卒園した園児たちが、小学校での指導により成長を感じた。

〇授業参観をし、授業の雰囲気がよく、子どもたちが生き生きとしていた。また、学校の環境整備も進んでいる。

〇ＩＣＴ機器は年代に合った指導が必要なので、１年生から少しずつしっかり教えてほしい。ＳＮＳ等のトラブルも不安なので、取り返しがつかなくなる前に、相手の痛みや立

　場を考えさせるような取組をできる範囲で先行的に行ってほしい。

〇学校の取組が見えてなかったり、伝えきれてなかったりする家庭もあるので、学校で取り組んでいる「にれのき１１の力」については、学校だけの取組でなく、家庭にも認識

　してもらい、いくつかでも浸透させてほしい。

〇地域学習は進められているが、歴史のある校区の昔のことを話せる方々が減ってきている。そうした方々と子どもたちのかかわる機会を大事にしてほしい。

〇地域のネットワークを利用して、子育てサークルの若いお母さん方と小学生がつながり合うイベントを考えられないか。

13　多様性の受け止め

学校は、こどもがどんな友達とも協力するように取り組んでいると思います

か。

「13多様性の受け止め」では、保護者・児童・教職員の

肯定的評価が８割を超えていた。学習・生活の様々な場

面で、協働的な活動や支えの姿を認め、褒め、励ましを

継続したい。一方で、保護者のわからないという意見も

多いので、児童の姿の公開や場面のわかる発信の仕方の

工夫が必要と思われる。

来　年　度　の　具　体　的　な　取　組　に　つ　い　て

「11粘り強さ」では、児童・教職員の「そう思う」の評価

が８割を超え、あきらめずに最後までやり遂げようと取り組

んでいると感じている児童も多かった。

「12失敗の肯定的受け止め」でも、児童・職員の「そう思

う」の評価が８割を超えた。児童は昨年度の７割よりも増

加している。授業において正誤を含めた多様な意見を取り上

げ、自他の意見が学び合いにつながる経験が実感につな

がっている。学習・日常活動の場でもまちがいや失敗を次

の活動につなげていくように取り組ませたい。

（４）こどものいのちと権利の擁護

10 こどもの最善の利益を守る環境づくり

学校は、こどもの意見を反映させ、こどもの権利を守るとともに、こどもや保

護者が相談しやすい学校づくりに取り組んでいると思いますか。

独自項目

11　粘り強さ 12　失敗の肯定的受け止め

学校は、こどもがうまくいかなくてもあきらめずにやりとげようとするように

取り組んでいると思いますか。

学校は、こどもが自分のまちがいや失敗を素直に受け入れられるよう

に取り組んでいると思いますか。
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